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名
）、
31
連
隊
は
川
崎
市
も
担
当

し
て
い
る
の
で
横
浜
市
と
川
崎
市

の
５
２
１
万
人
を
最
大
２
５
０
名

で
担
当
し
て
お
り
、
単
純
に
見
積

も
っ
て
、
自
衛
官
一
人
あ
た
り
２

万
名
強
と
い
う
割
合
に
な
り
ま

す
。
東
京
都
の
23
区
は
第
１
師
団

が
所
在
し
、担
当
す
る
１
連
隊（
約

１
，
０
０
０
名
）
は
一
人
あ
た
り

１
万
名
弱
の
割
合
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
単
純
な
比
較
だ
け

で
も
、
自
衛
隊
の
横
浜
派
遣
に
は

長
距
離
の
移
動
が
前
提
と
な
り
、

い
か
に
横
浜
、
川
崎
地
区
の
大
都

市
圏
が
自
衛
隊
過
疎
地
域
か
よ
く

理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

❷
政
令
市
と
災
害
対
策
基
本
法
の

問
題

　

危
機
管
理
の
面
に
お
い
て
、
特

に
、
現
行
法
制
度
の
ひ
ず
み
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
現
行
の
災
害
救
助
法
に
お

い
て
は
、
救
助
の
主
体
が
都
道
府

県
知
事
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
知

事
か
ら
の
委
任
を
受
け
な
い
限

り
、
指
定
都
市
の
市
長
で
あ
っ
て

も
、
市
民
の
救
助
に
主
体
的
に
当

た
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
が
災
害
時
に

お
け
る
即
応
的
な
対
応
を
困
難
に

す
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
指

定
都
市
が
自
立
的
・
自
発
的
に
被

災
者
の
救
助
・
救
援
に
当
た
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
指
定
都
市
の

市
長
を
救
助
の
主
体
と
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、
財
源
措
置
の
充
実

を
図
る
よ
う
に
国
に
要
請
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
災
害
対
策

基
本
法
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市

の
市
長
に
は
応
急
措
置
の
実
施
義

務
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
応
急
措

置
の
実
効
性
を
担
保
す
る
従
事
命

令
等
の
権
限
が
、
都
道
府
県
知
事

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
知
事
か
ら

の
通
知
が
な
い
限
り
、
市
長
は
従

事
命
令
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
効
果
的
か
つ
円

滑
な
応
急
措
置
を
実
施
す
る
た

め
、
応
急
措
置
に
関
わ
る
従
事
命

令
等
の
権
限
を
、
発
災
当
初
か
ら

指
定
都
市
の
市
長
も
行
使
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
国
に
要
請

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
自
衛
隊

と
の
連
携
強
化
に
あ
た
り
、
県
を

介
さ
ず
直
接
自
衛
隊
と
連
携
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
の
法
改
正
は
、

本
市
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
事

項
で
す
。

３

連
携
強
化
の
た
め
の
方
策

　

危
機
管
理
に
お
け
る
上
記
の
２

つ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本

市
で
は
自
衛
隊
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
活
用
し
て
上
記
問
題
点
を
自

衛
官
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
努
め
、
ま
た
、
問
題
解
決
の
た

め
に
図
上
及
び
実
動
訓
練
、
研
究

会
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
１
年
で
実
施
し
た
こ
と

は
以
下
の
事
項
と
な
り
ま
す
。

❶
自
衛
隊
主
宰
の
行
事
等
へ
の
積

極
参
加

　

方
面
総
監
部
の
主
催
す
る
情
報

交
換
会
（
防
衛
部
及
び
総
務
部
主

催
）
は
非
常
に
有
意
義
な
機
会
で

あ
り
、
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
以
外
の
職
員

を
同
行
し
、
積
極
的
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

方
面
、
師
団
、
旅
団
、
近
隣
駐
屯

１

は
じ
め
に

�

36
年
間
の
自
衛
隊
生
活
の
後
、

本
市
総
務
局
危
機
管
理
室
に
勤
務

し
て
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
、
見
え
て
き
た
問
題
点
と
そ
の

対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
自
衛

隊
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
簡
単

に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２

自
衛
隊
と
の
連
携
に
つ
い
て

の
問
題
点

❶
陸
上
自
衛
隊
の
過
疎
地
域
横
浜

　

前
提
と
し
て
言
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
災
害
救

助
の
主
役
と
な
る
陸
上
自
衛
隊

は
、
固
定
配
置
で
は
な
く
、
任
務

に
応
じ
て
基
本
的
に
移
動
す
る
部

隊
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。『
駐
屯

地
』
と
い
う
言
葉
は
、
軍
が
一
時

的
に
と
ど
ま
る
と
い
う
意
味
で

す
。

　

現
在
の
横
浜
の
人
口
３
７
３
万

人
、
担
当
自
衛
隊
は
第
31
普
通
科

連
隊
（
以
下
、
31
連
隊
。
２
５
０

特
集 

《8》 

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
〜
行
政
が
取
り
組
む
備
え

② 

横
浜
市
の
自
衛
隊
と
の
連
携
強
化 

２
０
１
６

震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

三
原
　
光
明

総
務
局
危
機
管
理
室 

緊
急
対
策
課
担
当
課
長

執
筆

順　位 都 市 名 人口（万人） 最寄りの
作戦基本部隊

備　　　考

1 横浜市 ３７３万人 ３１連隊（コア）の一部

2 大阪市 ２６９万人 第３師団

3 名古屋市 ２３０万人 第10師団

4 札幌市 １９５万人 第11旅団（第7師団）

5 福岡市 １５４万人 第４師団

6 神戸市 １５４万人 第３師団

7 川崎市 １４８万人 ３１連隊（コア）の一部

8 京都市 １４７万人 第３師団

9 さいたま市 １２６万人 第１師団

10 広島市 １１９万人 第13旅団

11 仙台市 １０８万人 第６師団

※作戦基本部隊とは作戦を行う最小単位で旅団（約5千人）、師団（約1万人）を言う。

表１　主要都市と最寄りの自衛隊（2015年10月現在、東京23区は人口936万人）
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地
、
基
地
の
記
念
行
事
は
相
互
の

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
良
い
機

会
と
と
ら
え
、
危
機
対
応
が
あ
る

場
合
を
除
い
て
、
時
間
の
許
す
限

り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

❷
自
衛
隊
と
の
訓
練
機
会
の
創
出

　

６
月
に
森
山
方
面
総
監
に
横
浜

市
と
川
崎
市
の
た
め
に
主
宰
し
て

頂
い
た
図
上
訓
練
は
、
横
浜
の
問

題
点
を
総
監
と
主
要
幕
僚
に
理
解

し
て
頂
く
と
と
も
に
、
具
体
的
な

自
衛
隊
各
部
隊
の
動
き
が
明
確
に

な
り
、
そ
の
後
の
市
の
訓
練
に
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有

意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
の
防
災
の
日

の
訓
練
と
１
月
17
日
の
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
の
訓
練
に
は
、

担
任
部
隊
で
あ
る
31
連
隊
以
外

に
、
新
た
に
、
中
央
輸
送
隊
、
神

奈
川
地
方
本
部
、
海
上
自
衛
隊
Ｏ

Ｂ
、
隊
友
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

❸
自
衛
隊
等
へ
の
情
報
発
信

　
「
横
浜
危
機
管
理
研
究
２
０
１

６
」
を
主
宰
し
、
中
央
輸
送
業
務

隊
長
、
神
奈
川
地
方
本
部
長
、
防

衛
大
学
校
教
授
等
（
自
衛
隊
以
外

で
は
一
橋
大
学
大
学
院
国
際
経
営

戦
略
研
究
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者

等
）
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
招
待

し
、
本
市
の
問
題
と
今
後
の
方
向

性
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
視
点
か
ら
自
由
に
討
議

す
る
機
会
が
持
て
ま
し
た
（
横
浜

危
機
管
理
研
究
２
０
１
７
で
は
、

防
衛
医
科
大
学
校
教
授
や
前
方
面

総
監
磯
部
氏
と
研
究
を
実
施

中
）。
ま
た
、
資
料
「
横
浜
危
機

管
理
研
究
２
０
１
６
」
を
作
成

し
、
自
衛
隊
関
係
各
機
関
、
部
隊

に
配
布
し
、
広
く
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
情
報
発
信
の

結
果
と
し
て
全
国
か
ら
数
々
の
問

合
せ
が
あ
り
、
小
平
学
校
で
の
教

育
や
、
マ
ス
コ
ミ
（
東
京
新
聞

等
）、
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
拡
散
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４

お
わ
り
に

　

以
上
、
２
０
１
６
年
に
成
果
を

得
た
、
自
衛
隊
と
の
連
携
強
化
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
今
年
度
事

業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
平
成

29
年
３
月
10
日
に
「
横
浜
危
機
管

理
研
究
２
０
１
７
」
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
新
た
に

発
表
者
と
し
て
、
首
都
直
下
地
震

の
際
に
、
陸
海
空
の
統
合
指
揮
官

と
な
る
前
東
部
方
面
総
監
の
磯
部

元
陸
将
、
防
衛
医
科
大
学
校
か
ら

Ｊ
Ｒ
福
知
山
脱
線
事
故
の
際
に
現

場
対
応
を
さ
れ
た
秋
冨
博
士
を
お

招
き
し
、
２
０
１
６
年
に
も
増
し

て
、
多
方
面
で
更
な
る
防
衛
省
、

自
衛
隊
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

表　　題 時　期 区　分 内       　　　容

3.14 教育 ●「いずも」研修（ジャパンマリンユナイティドドック）

6.28 研究 ●自衛隊統合防災演習（28JXR）事前研究会参加

7.06 教育 ●自衛隊統合防災演習（28JXR）見学（陸自朝霞駐屯地）

7.14 研究 ●自衛隊統合防災演習（28JXR）事後研究会参加

7.25 研究 ●陸自東部方面総監部との意見交換会参加

8.27 教育 ●陸自富士総合火力演習研修（東富士演習場）

9.03 訓練 ●危機管理監、室長ヘリ搭乗（横浜駐屯地〜市内上空）

10.23 教育 ●陸上自衛隊観閲式研修（陸上自衛隊朝霞訓練場）

12.04 研究 ●首都直下地震対処セミナー参加（陸自東方総監部主催）

●東部方面総監主催「横浜・川崎地区図上訓練」

首都直下地震が発生した場合、東日本大震災のように陸海空を統合したJTFが編成
される。その司令官となる東部方面総監が「横浜危機管理研究2016」の問題意識に同
意され横浜（地方本部）で開催された。総監をはじめ主要幕僚、主要部隊指揮官が集ま
り、歴史的な図上訓練となった。訓練では横浜市の大震災時の問題点が共有でき、対
策検討が深化した。

●防災の日市本部運営訓練実施

自衛隊3部隊、自衛隊関係者、機関参加

●防災とボランティアの日市本部運営訓練

　自衛隊、関係機関等の他、区への前進訓練、ヘリ降着実施

●東部方面航空隊長へのプレゼン

　城戸隊長との情報共有、自衛隊ヘリとの連携調整開始

6.3 教育 ●陸上自衛隊小平学校での教育（業務管理の講師）

11.24 教育 ●陸上自衛隊小平学校での教育（業務管理の講師）

5.27 研究 ●磯部前東部方面総監との共同研究（危機管理センター）

11.24 研究 ●磯部前東部方面総監との共同研究（危機管理センター）

●「危機管理研究2016」に関し一橋講堂でプレゼン実施

　実践ナレッジマネジメント研究会、学会等関係者

9.21 教育 ●9都県市危機管理関係者へのプレゼン（危機管理センター）

●「危機管理研究2016」資料編の提供先

防衛省、自衛隊関係機関の他、東京都、名古屋市、広島市、川崎市、さいたま市、相
模原市、神奈川県、鹿児島県、静岡県、徳島県、熊本県、熊本市、豊島区、品川区、松
戸市、一橋大学大学院、立教大学、関東学院大、神戸芸術工科大まんが表現学科、亜
細亜大、富士通グループ、NEC、日立、エーザイ、ヤマトホールディングス、熊谷組、内
田洋行、トヨタ自動車、ホンダ、スズキ、サントリー、コマツ、川重、JMU、NPO団体等

6.06 訓練

9.01 訓練

訓練

4.15 共有

7.19 研究

共有

自
衛
隊
等
と
の
連
携

自衛隊研修

自衛隊との訓練

2017.1.17

自衛隊との情報
共有及び教育

関係機関への情
報提供等

表２　自衛隊等への「横浜危機管理研究2016」成果




